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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（１２月２９日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　９月15日、姉が洗礼を受けました。教会に行くようになってから９年、
待ち望んだ瞬間でした。この世に１人しかいない、年子の姉。今まで苦
楽を共にしてきました。一番つらかった、両親との突然の別れも、姉が
いたから、乗り越えられました。 幼少期は、出来がよくて、両親と祖母
から大きな期待を背負っている姉にやっかんでいました。姉に勝てるも
のは何１つなかったからです。当時の私は、両親や祖母から言われたこ
とを忠実に守る姉とは違い、私は私のやりたいようにやる、という子ど
もでした。 お互いを認め合うようになったのは、どちらも親になってか
らでした。姉と私の子ども５人を、手を取り合って一緒に育ててきまし
た。５人の子ども達は兄弟のようにいつも一緒で、仲良く育ちました。
 子どもたちが教会に導かれてから程なくして私も洗礼を受けることに
なり、姉にも神様のことを知ってほしいという思いはありましたが、教
会に誘うこともせず、生き方も性格も違う姉には無理かな、と諦めてい
ました。昨年の７月、父の突然の死。全く予想だにしない出来事でした。
自らを奮い立たせて２人で葬儀を執り行いました。仏教徒だった父を姉
は仏教の方法で手厚く供養をしました。私もあまり口出しをせず、それ
に従っていました。そんな姉にセルリーダーのよしえちゃんが話してく
れて、ある日突然仏壇とお位牌を片付け、私は本当に驚きました。さら
に、三交代制の看護師の激務でいつも疲れている姉をＪセルの家族がい
つも温かく支えてくれて、気がつくと洗礼を受けることになっていたの
です。
　 聖歌『罪とがを赦され』が流れる中、新しく生まれ変わることがで
きた姉。そんな姉を、稜くんが抱き上げる姿を見て、涙があふれました。
 今では、私が落ち込んだり怒ったりしていると、姉から、そんな時は祈っ
て、と言われます。家にセルのメンバーが来てくれて、祈祷会をしてい
たり、今日はあきちゃんちに行ってきたよ、と話してくれたり、Ｊセル
の皆さんと楽しそうに食事当番をしていたり…。そんな姿を見るにつけ、
私も頑張ろうと思えます。Ｊセルの皆さん、本当にありがとうございま
す。時間はかかりましたが、この世にたった１人の姉を神様と出会わせ
てくださって、感謝します。
　『主は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません。主は私を緑の牧
場に伏させ、いこいの水のほとりに伴われます。主は私のたましいを生
き返らせ、御名のために、私を義の道に導かれます。』（詩篇23：1～3）
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
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ゴスペル＆マルクト
18 時半～

　今週は士師記９章～１５章です。９章はギ
デオンの子、アビメレクについてかかれてい
ます。１０章はトラ、ヤイル、エフタについ
て書かれています。エフタは１２章前半まで
におよびます。１０章は背信とさばき、そし
てエフタの擁立です。１１章はアモン人との
交渉、勝利とエフタの娘について。１２章前
半はエフラム人との内紛が書かれています。
１２章後半はイブツァン、エロン、アブドン
について書かれています。１３章～１６章ま
でサムソンについて書かれています。１３章
はナジル人とサムソンの誕生について、１４
章～１５章はサムソンとティムナの女につい
て、１６章はサムソンとデリラについてかか
れています。今週も「背信―さばき―叫び―
士師による救い」という視点で読み進めてい
きたいと思います。
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　３日　西嵜結愛
　６日　李 宰昇
　７日　三村隆人
　８日　金森清子

　９日　草井琴乃
１１日　Pui ちゃん
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ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　私たちは何かに目が向いているとき、本当に大切な物は何
かを見失っていることが多々あります。そこに行く目的を見
失わないで生きていますか。子供たちに何かをさせるのであ
れば、なぜそれをさせるのかがわかっていますか。私たちは
親の目的を知らなければならないし、その目的を見出そうと
しなければなりません。私たちはどこに本当の問題があって、
何から的を外しているのかをきちんと理解しなければなりま
せん。　

　① まとめ（13 節）「ですからわたしたちは、もはや互い
にさばきあうことのないようにしましょう。」
裁きあうこと自体がナンセンスなのです。なぜ裁くのでしょ
うか。それは、自分が裁判官になっているからです。聖書に「義
人はいない。ひとりもいない。」と書いてあるとおり、全ての
人が心の中で悪をたくらみ、人生の中で悪を行ったことのな
い人はひとりもいないのです。一人一人に役割があり、それ
に対する秩序を与えただけなのです。誰が偉いとか、誰が上
で誰が下とかではなく、全てに役割があるのです。相手が誰
であれ、人に対して後ろ指をさせるような人はひとりもいな
いのです。では、それに対して聖書はどうすればよいと言っ
ているのでしょうか。
　② 新しいテーマ（１３節）「いや、それ以上に兄弟にとっ
て妨げとなるもの、つまずきになるものを置かないように決
心しなさい。」
「つまずきになるものを置くな」と聖書は言っています。こう
言うと、「つまずかせる人が悪い」と言う人がいますが、これ
は第三者に言っているのではなく、「あなた」に言っているの
です。なぜ私たちがつまずくのかというと、「恐れ」があるか
らです。「恐れ」は必ず「死」に向かっています。例えば孤独。
なぜ孤独が恐いのか。それは、誰にも頼れず、助けてもらえ
ないからです。その、助けてもらえない果てには「死」があ
るのです。私たちが不安に感じる最終目的地はいつも「死」
なのです。だから人から愛されないのが孤独で不安だし、不
安の先には「死」が待っているのです。私たちは「死」の恐
れゆえにルールを作って何かをしようとするのです。私たち
は恐れるから自分を正しいという存在に持ち上げたくなるの
です。クリスチャンがいちばんしてはならないのは、不安か
ら来る恐れです。これは、不信仰ということです。しかし、
聖書はこう言っています。「しかし、疑いを感じる人が食べる
なら、罪に定められます。なぜなら、それが信仰から出てい
ないからです。信仰から出ていないことは罪です。」（23 節）
　この信仰と言う言葉は「確信」ということです。だから、
確信なく行っていることは罪だと聖書は言っているのです。

　私たちがもしそれぞれの認識の違いによって、その人の信
仰を失わせるようなことがあるなら、それは忌まわしいこと
です。私たちは今までやってきたその家のルールをあたかも
聖書のルールであるかのようにやっているのです。このロー
マ書で伝えたいことは、私たちがルールを決める人ではない
ということです。そしてそのルールは、それぞれが信仰の自
由によって自らが正しいと思えることを行っていいわけです。
しかし、その正しいと思って行っていることが、あなたの確
信によるものではなくて、たぶんそうであるだろう、という
ことでやっているなら大きな問題だし、もしそれが愛でない
なら正しいことであっても無駄であると言っています。「愛で
ない」とは何かというと「自分がそれをされることに腹が立つ」
ということです。例えば、誰かにプレゼントをします。とこ
ろが相手は「ありがとう」を言いません。「ありがとう」を言
わないのは良いことではありません。しかしその人が腹が立
つのは、自分にありがとうと言わなかった相手の態度に対し
てなのです。これが、家庭でも職場でも教会でも問題になっ
ているのではないですか。
　与えられている自由には義務があります。愛によって行動
するという義務です。「ですからあなたがたが良いとしてして
いることがらによって、そしられないようにしなさい。」（１
６節）
　私たちはいつも、自分のためにその行為をしているのかそ

うでないのかを判断しないと、私たちが裁き主になって相手
を利用してしまいます。その中で大切なのは、何のために自
分は今それを伝えているのか、何のためにそれをやっている
のかを私たちは理解しないといけません。これを見失うと人
を裁くことになります。なぜかというと、自分が行っている
ことと相手を比較するからです。聖書は、感じる力で相手を
愛せ、と言っています。

　　　確信でない＝罪
　　　確信であっても愛でない＝罪
　　　自由であっても義務を果たさない＝罪
　
　確信とは私たちの良心に与えられた、信じる心に対する確
信なのです。縛られている人は弱い人なのだからわかってあ
げないといけません。これが愛です。
　「自分が良いと認めていることによって裁かれない人は幸
福です」（22 節）　良いと認めていることが本当に正しいの
かどうか、気をつけなければいけません。
　そして、妥協しないでください。聖書は、後になってわか
るのです。聖書が与えるものは知識ではなく知恵です。知恵
というものは、納得がいかないこともあるのです。どんな状
況になっても諦めないで、確信を持って生きている人には将
来があります。これが私たちの信仰です。信仰は、納得とは
全く違います。それは、見ずに信じる行為だからです。

　
私たち力ある者は、力のない人たちの弱さをになうべきです。
自分を喜ばせるべきではありません。（１節）
　　私たちはひとりひとり、隣人を喜ばせ、その徳を高め、
その人の益となるようにすべきです。（２節）
　キリストでさえ、ご自分を喜ばせることはなさらなかった
のです。むしろ、「あなたをそしる人々のそしりは、わたし
の上にふりかかった」と書いてあるとおりです。（３節）
　人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕
えるためであり、また、多くの人のための、贖いの代価として、
自分のいのちを与えるためなのです。（マルコ 10：45）
　１５章２節にあるように、私たちは「これを蒔けば必ず成
る！」と確信を持って行わなければいけません。イエスキリ
ストは、仕えられるためではなく、仕えるために来られたの
です。だから馬小屋に生まれたのです。このことを忘れない
でください。イエスキリストは、十字架にかかって死ぬため
にこの世に来ました。でもそれよりもっと大切なのは、生ま
れた場所です。彼は、ただ死ぬために来たのではなく、「わ
かろう」としたのです。聖書の原点は、神が人を理解しよう
としたことです。私たちは本当に人を理解しようとしている
でしょうか。本当に理解して、寄り添っているでしょうか。
あなたは今、何のためにそれをしているのですか。あなたは
何のために議論をするのですか。自分の気持ちをわかっても
らうためですか。それとも、その人の気持ちを理解しようと
して話すのですか。
　「あなたを愛しているのか、あなたが愛しているのか」　「人
を造った神なのか、人が造った神なのか」　「あなたのためな
のか、相手のためなのか」このように一文字違うだけで、全
く本質が変わってきます。これをいつも見極めていなければ
いけません。間違っても、自分が正しいと思ってはいけませ
ん。そうした瞬間から全てのことが間違うのです。神さまは、
私たちひとりひとりを最高傑作に造られました。私たちは今、
元の姿に戻ろうとしています。自分が間違っているかもしれ
ないと思うところから、元に戻ることがはじまるのです。

「教会の姿」
～本当の自由に生きる～　   　　　　　　　　　　　　　　ローマ 14:1～12

Ⅰ　まとめ＆新しいテーマ
（13～ 14節）

Ⅱ　愛の律法（15～ 19節）

Ⅲ　クリスチャン生活の原則
（20～ 23節）

Ⅳ　生き方　クリスマスから
（15：1～ 3）
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